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行 動 計 画 

 

男性社員の育児参加を推進し、家族と過ごす時間を増やし今まで以上に仕事と育児（生活）のバランスのとれた

両立を目指します。また、これをきかっけとして時間制限のある中での業務の取り組み方、代わりがきく仕事の

進め方（部下や後輩への指導および教育）をし、両立をしやすい環境づくりをするために次のように行動計画を

策定します。 

 

１．計画期間 令和７年１０月１日から令和１０年９月３０日までの３年間 

 

２．内  容 

  目標１：計画期間における育児休業取得日数を通算３０日以上の男性社員を５割以上とする。 

  対 策：令和７年１０月～ 

      配偶者が出産した男性社員に対し、育児休業に関する情報提供を行い育児休業の取り方など具体的

に説明します。 

 

目標２：計画期間におけるフルタイム労働者一人当たりの平均の法定時間外労働及び法定休日労働の合計時

間数を１０時間未満とする。（又は２０％削減する） 

対 策：令和７年１０月～ 

策定時点（令和７年７月）では一人当たり平均１１時間となっています。 

業務内容・行程の見直し、DX 化、AI 活用、RPA による業務の効率化などの取組を実施。 

 

目標３：計画期間中の育児時短勤務者を次の水準以上にする。 

    男性社員･･･１名以上取得する。 

対 策：令和７年１０月～ 

    従来からある性別役割分担意識をなくし、性別を問わず両立できるよう、 

社内研修（キャリア研修など）で情報提供をし、周知をする。 

 

   

以   上 

第６回行動計画 


